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NM441の 臨 床 的検 討

和 田 光一)・ 塚 田 弘樹1)・五十嵐謙一)・ 荒 川 正昭1)・星野 重幸2)・岩 田 文英3)
1)新潟大学医学部第二内科*,2)新 潟県厚生連中央綜合病院内科,3)厚 生連佐渡総合病院内科

新 しいニューキ ノロン系経口抗菌薬NM441を 急性咽頭炎1例,急 性気管支炎1例,感 染 を伴った慢性

気管支炎4例,慢 性肺気腫2例,肺 炎3例 の計11例 の感染症 に使用した。本剤の臨床効果は,「著効」

1例,「 有効」8例,「 無効」2例 であった。細菌学的効果は,「消失」7例,「 不明」4例 であった。本

剤によると思われる副作用および臨床検査値の異常変動は認められなかった。

KeywordS:NM441,呼 吸 器感 染症,ニ ュー キ ノロ ン薬

日本新薬株式会社 と明治製菓株式会社で新 しく開発さ

れたニューキノロン系経 口抗菌薬NM4411)を11例 の感

染症に使用 し,検 討 した。対象例 は,1993年1月 よ り

1993年8月 までに,新 潟大学医学部附属病院第二内科,

新潟県厚生連中央綜合病院内科,佐 渡厚生連佐渡総合病

院内科にて取 り扱った予め本治験参加の同意の得 られた

症例で,男8例,女3例,年 齢は30～84歳 であった。対

象疾患は,急 性咽頭炎1例,急 性気管支炎1例,感 染を

伴 った慢性気管支炎4例,慢 性肺気腫2例,肺 炎3例 の

計11例 であった(Table1)。 起炎菌の判明 した症例 は7

Table 1. Clinical effect of NM441

* before treatment

/after treatment
CPE : chronic pulmonary emphysema

* 〒951新 潟 市旭 町通1-757
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Table 2. Laboratory findings

B: before A : after *: during therapy

例 で,Staphylococcus aureus4株,StrOptococcus

Pyogenes1株,HaemoPhilus influenzae2株,Escheri-

chta coli 1株,Neisserta meningitidts1株 で あった。

NM441は,1日100～600mgを1～2回 に分 け,内 服 で

使 用 した。期 間 は6～14日,総 使 用量 は1.2～5.6gで

あ った。

NM441使 用 に よる効果 の判定 は,自 他覚 所見 お よび

検査所 見の改善度 をみた臨床効果 で行 い,起 炎菌 の明 ら

か な症例 で は,細 菌 の消失の有無 をみた細 菌学的効果 も

考慮 して判 定 した。

NM441使 用 による成績 の概要 はTable1に 示 した。

臨床効果 は,「 著効」1例,「 有効 」8例,「 無効 」2例 で

有効率は81.8%で あった。細菌学的効果は,起 炎菌と考

えられる分離菌 を検出した7例 ではすべて消失した。

本剤によると思われる副作用および臨床検査値の異常

変動は認められなかった(Table2)。

NM441は,グ ラム陽性菌,グ ラム陰性菌双方にバラン

スのよい抗菌力を有 している1)。

以上の成績から,NM441は 呼吸器感染症 に対して優

れた効果 と高い安全性が期待できると考 えられた。
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Clinical study of NM441
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We evaluated the clinical efficacy and safety of NM441, a new quinolone antimicrobial agent. NM441

was administrated to 11 infections. The patients received the drug, orally, for 6 to 14 days in dose of 100
～600mg/day .

Clinical effects were excellent in 1, good in 8 and poor in 2 cases. No side effects and no abnormal

laboratory findings were observed.


